
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

市ノ瀬地区は富田川左岸に位置する緩やかな丘陵地で，地区内には上富田町唯一の棚田

が存在する風光明媚な地域である。しかしながら農業者の高齢化が進み，耕作放棄地も一部

にみられる。その一方で，非農家世帯も増加しており，いわゆる「混住化」が進んでいる地

域でもある。当地区では2016年秋に地域住民による地域づくりワークショップを実施した。

その場に観光学部生 3 名が参加したことをきっかけに，2017 年から当地区の農業者を中心

に結成された「一瀬里山会」の地域づくり活動を支援することになった。 

 

2．活動の内容と成果 

この間，以下の 3 つの活動を継続的に支援している。今年の活動状況は次の通りである。 

(1) ヒマワリと菜の花が咲きほこるまち 

今年度も台風や天候不順に見舞われ，ヒマワリ等が十分に生育しなかった。休耕地の有

効活用が目的であるが，耕起や草刈りに手間がかかるため，省力化が課題となっている。 

(2) アサギマダラが飛翔するまち 

興禅寺下の休耕地を活用したフジバカマ園において，アサギマダラの飛来に合わせて初

のイベント「アサギマダラ祭り」を開催し，多くの参加者を集めた。 

(3) 市ノ瀬ごませんべいづくり 

「市ノ瀬ごませんべい」の品質向上に努め，今年も地区の祭りやイベントで販売した。

今後は，当地の土地特性（休耕田）に合ったゴマの効率的な栽培方法の確立が課題である。 

 

3．活動を通じて 

3 年間の活動によって軌道に乗りつつある取り組みもあるものの，休耕地は増加の傾向

にあり，活動自体の人手不足が課題になりつつある。今後は非農家世帯の住民にも声を掛け

るなど，一瀬里山会の活動への参加者・協力者を増やす必要があるだろう。 

【地域の基礎データ】 

人 口：15,563 人（令和元年 12 月末現在） 

高齢化率：26.3％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（ウメ・みかん）、製造業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：２名（１回生：１名、２回生：１名） 

活 動 期 間：平成 29 年 5 月～ 

担 当 教 員：大浦由美 



 

４．成果物など 

 

  


